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NEWS RELEASE  

202 6 年 10 月 15 日 

株式会社電通ライブ  

 

電通ライブ、スポーツ共創プロジェクト  

「 L×SPORTS （エルクロススポーツ）」を始動  

-アーバンスポーツ施設で、ス ポーツと 地域をつなぐ 交流拠点づくりに貢献 - 

 

株式会社電通ライブ（本社：東京都港区、代表取締役  社長執行役員：中邨  正人）は、

スポーツを起点に事業を創出する共創プロジェクト「 L×SPORTS （エルクロススポー

ツ）」 を始動します。 本プロジェクト では、 “Crossing Sports with Experience & 

Business” をタグライン に掲げ、 スポーツ の熱量や物語性、 リアル な体験価値を起点に、

まちづくり 、 エンターテインメント、 音楽・ カルチャー、 不動産・空間開発、 IP ※1・コン

テンツな ど幅広い分野との共創 を通じて 、経済的価値のみならず、社会的価値の創出 を目

指します 。  

 

 

 

 

「 L」は、 Live ・ Life ・ Link を象徴し、パートナーとの共創を通じて実証から事業化へとつなげる想いを表しています。  

 

近年、スポーツは競技や観戦 にとどまらず 、地域活性化、都市開発、観光、企業ブラン

ディング、エンターテインメントなど、 多様な領域と結びつきながら広がっています。  

一方で、スポーツを起点とした価値創出をさらに拡大していくためには、競技・チーム・イ

ベントといった従来の枠組みを超え、企業や地域、コンテンツなど異なる領域との連携を 進

めることが重要になっています。  
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当社はこれまで、イベント企画・運営、空間プロデュース、 IP 活用などを通じて、人と

コンテンツ、企業、地域をつなぐ体験を数多く手がけてきました。今回始 動する

「 L×SPORTS 」 は、こうした当社のプロデュース力と、 「 電通スポーツ＆エンターテインメ

ント 」 ※2 が持つスポーツ 領域の知見やネットワーク を掛け合わせることで、 スポーツ を起

点にした事業開発を 推進する 取り組みです。 その実践例の一つとして 、熊本県菊陽町では、

当社が設計・施工を担った アーバンスポーツ施設を起点に、スポーツと地域をつなぐ体験 を

創出いたしました 。  

 

■当社の菊陽町での 取り組み について  

熊本県菊陽町では、国際水準の競技施設を備えたアーバンスポーツ拠点を整備し、スポ

ーツを通じた新たな人流の創出と地域のにぎわい形成を目指しています。当社は 、 本事業

のスケートボードコース 整備において世界で 4 例目、日本で 2 例目となる国際基準の 5 ス

ター 認定※3 取得を支援するとともに、 来場者の体験価値向上につながる 交流空間の設計・

施工を担当しました。これにより、競技利用に とどまらず 、地域住民や来訪者が交流でき

る機能を備えた地域交流 の拠点づくりに 貢献しました。  

（当社・株式会社電通九州・東築建設株式会社による共同事業体にて受注）  

  

 

くまモンアーバンスポーツパーク全景             スケートボード  ストリート  

 

スケートボード  パーク                     ３×３  
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■今後の展望 

今後も当社は 、 企業や団体・ 自治体との連携を順次広げる予定です。成果の形を最初から

狭く定めるのではなく、対話を重ねながら、地域や事業ごとの課題に応じた実証・共創型プ

ロジェクトを展開してまいります。  

また 、 当社やパートナー企業 /団体のノウハウだけでなく、電通グループの「電通スポー

ツ＆エンターテインメント 」 が持つケイパビリティと 専門性も最大限に活用しながら、 スポ

ーツを起点に人の気持ちを動かす体験を設計し、地域や企業にとって継続性のある事業づ

くりにつなげて まいります 。  

 

※1  IP ：知的財産。 キャラクター や作品、 ブランド など、 事業に活用できる コンテンツ 資産のこと。  

※2  電通スポーツ＆エンターテインメント：  スポーツ と エンターテインメント の力で、 各市場の人々の

カルチャーを形成する「コンテンツ」に内在する さまざま なビジネス機会を活かし、クライアントのマー

ケティングやブランディングの課題に対して高い解決力を提供するとともに、パートナーや dentsu が保

有する IP のグローバル成長や価値創造に貢献する、グループ横断のイニシアティブ 。  (株)電通グループ  

ニュースリリース： https://www.group.dentsu.com/jp/news/release/001478.html  

※3  World Skate （国際 ローラースポーツ 連盟） が定める スケートボード 施設の国際認証制度における

最高評価。  

 

 

■電通ライブ  代表取締役 社長執行役員 中邨 正人 コメント  

スポーツは、競技や観戦にとどまらず、人や地域、企業をつなぐ力を持つ領域です。当社は

これまで培ってきた体験設計とプロデュースの力を 活かし 、L×SPORTS を通じて、スポー

ツを起点にした事業づくりを強化していきます。さらに、人の気持ちが動く仕組みを研究す

る『 情動 LABO 』の 知見や、 構想段階から 場づくりを 支援する『 LIVE□SYNC 』の 視点も 掛

け合わせることで、スポーツ施設や地域の価値を、より具体的な体験や事業へとつなげてい

きます。こうした連携を通じて、当社が進める他の取り組みとの相乗効果も生み出しながら、

社会や地域に継続的な価値をもたらすプロジェクトへ育ててまいります。  

 

■dentsu Japan メディア /スポーツ ＆エンターテインメント  プレジデント  中村 光孝 

コメント  

スポーツとエンターテインメントは、人の心を動かし、社会との新しい接点を生み出す力が

あります。電通ライブの現場起点のプロデュース力が加わることで、電通スポーツ＆エンタ

ーテインメントの取り組みはさらに広がると考えています。多様なパートナーと連携し、社

会や地域の課題解決につながる事業を形にしていきます。  

 

以上 

https://www.group.dentsu.com/jp/news/release/001478.html
https://jodo-labo.jp/
https://www.dentsulive.co.jp/ss/2026/03/20260326.pdf


4 
 

「 AI 時代に、人の気持ちを動かす体験で、未来の原動力をつくる」  

電通ライブは イベント・スペース事業を中核に、リアル体験によるビジネス貢献と、社会全体に中長期的な  

価値を生み出してい きます 。  

 

 

  

 

【本案件に関するお問い合わせ先】  

L×SPORTS （エルクロススポーツ）  担当者： 中村・橋本・前川  

※下記の広報アドレスまでお問い合わせください。  

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】  

株式会社電通ライブ  広報 三島・佐藤  kouhou@dentsulive.co.jp  

https://www.dentsulive.co.jp/  

mailto:kouhou@dentsulive.co.jp
https://www.dentsulive.co.jp/

